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亀井正義名誉教授略歴および業績一覧

氏名

職名

亀井正義 生年月巨 1942年2月27日生

龍谷大学経営学部名誉教授

本籍地 長時県佐世保市牧の地宵22

現住所 京都市下京区塩小路町524-4.パデシオン京都駅前E番館307号

1960年 3月

1960年4月

1964年 3月

1965年4月

1967年 3月

1964年4月

1967年4月

1969年4月

1972年4月

1978年4月

1983年4月

1986年4月

1988年3月

1988年4月

2007年 3月

1992年 913

1995年 3月

学歴

奈長県立奈良蕗工高等学校蕗業科卒業

神戸商科大学高経学部入学

神戸商科大学高経学部卒業

神戸商科大学大学院経営学研究科修士課程入学

神戸商科大学大学院経営学研究科修士課程終了〈経営学修士)

職歴

丸紅飯由株式会社入社 (1965年2月退議)

長崎県立国際経済大学(現長崎県立大学)助手

同大学講師(国際企業経営論担当)

同大学助教授

1973年 913-74年 3月イギリス・レディング大学客員研究員として留学

問大学教授昇任

河大学学生部長就f壬 (1984年3月まで〉

同大学国書館長就任(1988年3月まで)

同大学退職

龍谷大学経営学部教授〈国際経営論，多冨籍金業論担当〉

同大学退鞍

その他特記事項

日本経営学会関西部会幹事礼的8年 9月まで〉

立命麓大学よ可経営学博士(立命館大学乙第169号)の学位授与
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1998年4月 龍谷大学経営学会会長 (2000年3丹まで)

1998年9月 日本経営学会理事 (2001年9月まで)

2004年4月 大学基準議会相互評緬委員会委員 (2005年3月まで)

2007年5月 龍谷大学より名誉教授の称号授与

1971年 9月

1975年10丹

1976年 9月

1976年11月

1982年 7丹

1986年 5月

1988年11月

1990年 7月

1993年 1月

1994年10月

1996年 5月

1996年 7月

1996年11月

1996年11月

1997年 2月

1997年10月

2006年 9月

2007年 1月

学会友び社会における活動

日本経営学会九掛部会報告「国際金業論の学問的研究領域J(於九州大学}

国捺経済研究会 f多国籍企業と対外直接投資J(於九州大学九重研修所にて)

日本経営学会50男年記念大会報告「多国籍全業の管理的特設J(於神戸大学〉

九州経済学会報告 fアメリカ多国籍金業の海外進出形態J(於長崎県立国際経
済大学)

E本経営学会九州都会報告「多国籍企業の労使関係管理J(於長崎大学)

日本会計研究学会全国大会報告「企業の多菌籍化と振替僅格設定問題J(於横
浜大学)

関酉経営学研究会報告「多国籍企業の集権化・分権化問題J(於龍谷大学)

龍谷大学講座「多国籍金業の発展とその経営管理行動j

九州 EC研究会報告 iECにおける多国籍企業の競争戦略J(於西南学院大学)

立命館大学経営学会報告「国際経営の今ヨ的課題J(於立命館大学)

日本経営学会関西部会報告「世界の直接投資-霊史，現実，理論J(於同志社
大学)

国際経済学会九州省出口研究会報告「直義投資の実際と理論J(於久習米大学)

龍谷大学経営学部信設30毘年記念国際シンポジューム f東アジア経済習と日本
企業の進路j基調報告(於京都国捺ホテル)

日本精工第16@JQCサークル総合大会講演 f日本の対外進出とアジアJ(於日
本精工大津工場〉

日本経営学会第71ill1全冨大会報告「対外亘接投資の霊史と理論J(於関西大学)

国際経済学会第56居全国大会討論者「戦時的提携と途上国全業」新保博彦氏報

告(於西南学院大学)

第 8図 IFSAM世界大会報告{木下徹弘教授と共同発表)“TheCorporate 

Group Strategy of ]apanese Manufacturing: an Age of Global Competition 

(於ドイツ，ベルリン自由大学)

龍谷大学経営学会「我が多国籍企業論の軌跡J(於龍谷大学)
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著書

1) r国際企業経営論ーアメリカ独占体の経営政
策j

2) r多国籍企業論序説-多国籍企業の発展と現
状J

3) 同増補寂

4) r多国籍企業論ーミクロ的・マクロ的・学際
的アプヨーチi

訪 問増補販

6) r多国籍企業の経営行動j
7) r多国籍企業の研究ーその歴史と現状j
8) r企業冨捺fとの理論一亘接投資と多昌籍金業j
論文

1) アメリカ独占体と国際企業

2) アメリカ独占体の海外進出の企業形態

3) ワールド・エンタープライスの発展におけ

る基地会社の役割

4) イギリスにおける資本の集中と乗っ取り

5) アメリカにおける金業合許とコングロマ

リットの経営戦略

的 経済発展における導入外資の役醤-沖縄に

おける米自資本の実態

7) 米多国籍金業と保護主義

8) 日本企業の海外企業進出と東南アジア諸国

の外資導入状況

的 『国際企業論jの学院的研究領域

10) 米系多国籍企業の発展過程

11) 中国の対外貿易の発展と多国籍企業の対中

接近政策

12) 資本輪出と多菌籍企業

所書岳 1970年8月

所書窟 1977年11月

所書高 1980年6月

ミネルヴァ書房 1983年2月

ミネルヴァ書房 1986年4月

ミネルヴァ書震 1991年11月

中央経済社 1996年10月

中央経済社 2001年7月

f長詩集立国際経済大論集j 1967年12丹
〈以下国経大論集と略す〉第

1巻第 1号

f国経大論集j第2巻第 l号 1968年9月

f国経大論集』第2巻第3号 1968年12月

f国経論大集」第3巻第2号 1969年9月

f神戸高科大学研究年報i第 1969年12月

7号

f調査と研究j(長崎嘉立国際 1970年 1月

経涜大学冨際経済文化努究

所)第1巻第2号

fエコノミストj4月20日号 1971年4月

f調査と研究』第3巻第 1号 1971年9丹

f国経大論集』第5巻第2号 1971年11月

f経済評論j10月号 1972年10月

I調査と研究』第4巻第 1号 1973年 3月

野口祐他編著 f現代日本の株 1973年6月

式会社i南雲堂
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国捺資本提携一後進国への進出 竹田志部色編著 f国襟引ハン 1974年2月

ドブックi中央経済社

14) アメワカ独占体の多国籍化，コングロマ 松尾憲橘編 f会計の社会的機 四75年3月

リット化と亘接原信計算の有用性 能iミネルヴァ書房

イギリスにおける外国直接投資の概況と外 『国経大論集i第9巻第 3， 1976年3月

資系金業の財務構造 4合併号

多国籍企業と対外直接投資 『世界経済評論Jl 4月号 1976年4丹

イギワスにおけるアメリカ企業の進出状況 『国経大論集i第10巻第 1号 1976年7丹

18) 対外亘接投資の史的分析 f国経大詩集i第10巻2号 1976年11丹

多国籍企業の経営管理 今井俊一編 f現代企業の組識 1977年3丹

と管理』ミネルヴァ書房

20) 多国籍企業と労働関題一受入国の労復関係 『国経大論集i第11巻第 1号 1977年g月

制度に与えた影響について

多国籍金業の経営管理的特徴 E本経営学会編 f経営学の司 1977年10月

顧と展望i千倉書房

アメワカ多冨籍金業の海外進出形態 『九州経済学会年報j1976年 1977年11月

23) 資本主義先進諸国における対外直接投資の 『調査と研究i第9巻第 1号 1978年3月

最近の動向

24) 国際労健運動の現状と将来の動向-多国籍 『国経大論集j第13巻2号 1979年12月

全業の発展との関連から

EC，多昌籍金業の発展と国際労働運動 『国経大議集i第14号第 1号 1980年S月

企業の匡襟化と労働問題 今井俊一編『現1t金業管理 1981年4月

論j ミネルヴァ書房

多国籍金業の労使関係管理一管理の集権化， 『国経大論集i第15巻第 3， 1982年3月
分権化問題について 4合併号

28) 多田籍企業と労畿運動 山埼清f也舗著『国際経営』有 1982年4丹

斐閤ブック

多国籍金業の経営管理行動 『国経大論集i第6巻第 1号 1982年8月

30) 多国籍企業請の研究課題 松本開，酉村明編著『会計学 1984年3丹
の方法』ミネルヴァ書房

多国籍企業の投資掻退ーその現実と理論な 『国経大論集i第18巻第2号 1984年11月
らびに受入国の影響と対策

32) 多国籍企業の振替個格操作ーその実状と農 『国経大論集i第19巻第2号 1985年10丹
制策としてのアームスレングス・アプロー

チの妥当性について

33) 企業の多国籍化と援替価格の設定問題 『全業会計Jl 9月号 1986年9Ji
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34) 国際振替fiIfi格設定の諸問題 roo経大論集j第20巻第2号 1986年12月

35) 多国籍企業における子会社コントロール間 『留経大論集j第21巻第2号 1987年10月
題

36) 多匡籍企業の会計動向-業績評鋸を中心に 末石直久編著 f管理会計の動 1988年5月
向i税務経理協会

37) 多冨籍金業と匡際会計 『龍谷大学経i斉経営論集』第 1988年8月
26巻第2号

38) 多国籍企業の子会社誉理政策ーマーケテイ f龍谷大学経済経営論集j第 1989年6JI
ングにおける分権化・集権化を中心;こ 29巻第I号

39) 多国籍金業の経営管理 穏村毅他編著 f現代の経営管 1990年5JI
理jミネルヴァ書房

40) 多国籍金業の R&D戦略 f龍谷大学経済経営論集J第 1990年6月
30巻第1号

41) EC における多国籍企業の競争戦略 林昭編 fEC統合と散州の企 1992年10月
業・経営j法律文化社

42) 多田籍銀行ーその歴史と特質 f龍谷大学経営学論集J(1日 1993年3丹
f龍谷大学経済経営論集J)第
32巻第4号

43) 現代的多国籍企業の競争戦略・組議課題 f龍谷大学経営学論集i第33 1994年3JI
巻第4号

44) 多国籍企業の生成と発展 竹田志郎編著『国際経営論j 1994年3月
中央経済社

多国籍企業と労働運動 山崎浩・竹宮志部議著『テキ 1994年4月
ストブック国際経営』有斐需

ブック

46) 経営のグローパル北と現地化 片関信之編著[要説経営学j 1994年5月
文異堂

47) 多国籍企業と地域経済 『龍谷大学経営学論集i第34 1995年3丹
巻第4号

48) 国際経営の今日的課題 『経営行動jVo1.10.NO.1. 1995年4月

49) 国際経営の展開 笹川犠二郎飽編著 f現代の企 1996年2丹
業経営を学ぶ』ミネルヴァ書

房

50) 相互浸透期の対外亘接投資ーその実状と理 f産研論集j(関西学院大学) 1996年3月
論 第23号

51) 現代自本企業の多国籍化 龍谷大学経営学部編 f現代日 1996年11月
本企業の経営j文異堂
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国禁シンポジ、ユーム「東アジア経済習と日 基調報告 r21世紀への飛擢i 1997年10月

本の進路j 30毘年記念事業実行委員会

多国籍企業の組識変革 「龍谷大学経営学論集』第40 2000年7月

巻第 I号

中国の経、済発震と対中亘接投資の役割 河村能夫編著『中国経済改革 2001年1月

と自動車産業i龍谷大学社会
科学研究所叢書第40巻

対外直接投資の掻退に関する理論的一考察 『龍谷大学経営学論集』第42 2002年6丹

巻第 1号

多国籍企業，対外亘接投資におけるコント f龍谷大学経営学論集j第43 2003年S月
ロールの意味について 巻第2号

57) 企業のグローパル化戦略 『龍各大学経営学論集j第44 2005年3月

巻第4号

58) 移転髄格/タックス・ヘイプン 会計学中辞典編集委員会編 2005年6月

f会計学中辞典』青木書吉

ヨーロッパ経済統合と多国籍企業の対応戦 f龍谷大学経営学論集』第46 2007年3月
略 集3・4号


